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2016年9月期 第2四半期進捗一覧 
  2015年10月1日  役員の異動に関するお知らせ 
2015年10月7日  細胞培養技術者を派遣する新たなビジネスを開始 
2015年10月15日 第三者割当による第2回無担保転換社債型新株予約権付社債、第10回新株予約権及び第11回新株予約権

の払込完了に関するお知らせ 
2015年11月9日 
 

米国ベクトン・ディッキンソン アンド カンパニー社、当社の新規モノクローナル抗体の商品を全世界での販売を
決定 

2015年11月13日 平成27年9月期 決算短信（連結） 
平成27年9月期連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

2015年11月17日 2015年9月期 決算説明会資料 
2015年11月24日 2015年9月期 決算説明会動画（2015年11月17日実施） 
2015年11月30日    2015年9月期 第20回定時株主総会 インターネット開示事項、招集通知 
2015年12月14日 「2015年度 全上場企業ホームページ充実度ランキング調査」において「最優秀サイト」に選定されました 
2015年12月17日 2015年9月期 有価証券報告書 

2015年9月期 第20回定時株主総会 株主総会ご報告 
2015年9月期 第20回定時株主総会 終了通知 
欧州戦略パートナー英国TC BioPharm社が治験を開始 

2016年1月22日 取締役の辞任に関するお知らせ 
2016年2月5日 2016年9月期 第1四半期決算ハイライト 

平成28年９月期 第１四半期決算短信（連結） 
2016年2月9日 医療法人社団 葵会 AOI国際病院と特定細胞加工物製造委受託契約を締結 
2016年2月12日 2016年9月期 第１四半期報告書 
2016年2月29日 国立研究開発法人国立成育医療研究センターと製造品質体制に対する教育業務委託契約を締結 
2016年3月23日 九州大学との共同研究成果ならびに共同研究部門に係る契約終了に関するお知らせ 
2016年3月25日 株主名簿管理人変更のお知らせ 
2016年4月27日 特別利益（投資有価証券売却益）の発生に関するお知らせ 

営業外費用の計上に関するお知らせ 
2016年4月28日 米国Argos Therapeutics社との細胞医療製品「AGS-003」ライセンス契約に関するお知らせ 



細胞加工業 
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新体制始動 -CDMOビジネスを成長軌道に- 

事業本部 

先端医科学 
研究所 製造統括部 営業部 

信頼性保証室 製造企画室 技術開発室 再生細胞医療 
支援室 

再生医療等製品 
製造課 

特定細胞加工物 
製造課 

1． 営業部の体制強化 
 高い専門知識と経験を有する研究員や細胞加工技術者等を営業部に配置転換し、 
  販路拡大を推進 

2.  新機軸での製造統括体制 
 再生医療関連法下で、受注拡大に対応するための製造体制を構築 

3.  新規事業の創出と収益向上 
 経営戦略機能を強化し、新規事業の創出と新収益モデルの確立を目指す 
 先端医科学研究所を本社に統合し、部門間連携を強化（2016年5月） 

ポイント 

2 
ポイント 

1 

＊CDMO: Contract Development and Manufacturing Organization(開発・製造受託会社） 

代表取締役 
経営戦略部 

ポイント 
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 特定細胞加工物/

再生医療等製品
の製造受託 

 
 
 

 
 再生医療等製品

の開発 

 

  

細胞加工委託 

「医薬品医療機器等法」 「再生医療等安全性確保法」 

医療機関 

医療機関A 

医療機関B 

企業 

企業A 

企業B 特定細胞加工物 

製造委託 
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治験製品/ 
再生医療等製品 
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ビジネスモデル 

累計16万件の加工実績を基盤に収益化を加速 
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AOI国際病院と特定細胞加工物製造委受託契約締結 

医療法人社団 葵会 AOI 国際病院（川崎市） 

 医療法人社団 葵会は、病院、がんＰＥＴ検診センターなど、 
  全国に110以上の関連事業所を展開。病院の病床数は4,476床を有する 
 東京圏国家戦略特別区域における 
  国家戦略特別区域高度医療提供事業を実施する医療機関に選定 
 循環器領域における低侵襲治療を駆使した最先端医療や 
  がん免疫細胞治療などを実施する計画 



再生・細胞医療バリューチェーン収益化が進展 
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国立成育医療研究センター 
  国立成育医療研究センターが保有する細胞加工施設において、 
  再生医療等製品の治験用製造に向けて適正な運営管理が行えるように、 
  製造責任者や品質管理者、製造従事者 （GCTP 省令に規定される責任者） 
  などに対する教育を行う 
 
 要求事項 

 再生・細胞医療を実施するプロセスが一貫した品質保証システムを有する 
 また上記運用においても ISO9001 の認証を取得 
 10 年以上の実績を有していること  など                 

    ⇒要求事項を全て満たした当社が受注 
                     （2016年2月開示） 
 
 

製造品質体制に対する教育業務を受託 

（イメージ写真） 
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国立大学法人金沢大学 

2011年10月～ 
 当社は、 
 金沢大学附属病院トランスレーショナルリサーチセンター 
 細胞調製システム室の運営管理支援業務を受託  
 

（イメージ写真） （イメージ写真） 

細胞調製システム室の 
運営管理支援業務請負を継続 



細胞医療製品事業 
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開発パイプライン 

2016年3月末現在 

ガンマ・デルタＴ細胞技術  開発ステータス 

・非小細胞肺がん（東京大学） 

・進行食道がん（東京大学） 

・腹膜播種を伴う胃がん（東京大学） 

樹状細胞ワクチン技術(EP-DC) 開発ステータス 

・腎細胞がん（東京大学） 
・食道がん術後（東京大学） 

臨床研究 データ解析 

臨床研究 

データ解析 先進医療B 臨床研究 

臨床研究 

臨床研究 

データ解析 

データ解析 

AGS-003技術 開発ステータス 

・転移性腎細胞がん 
（米国Argos Therapeutics, Inc. ） 

第Ⅲ相試験 

 ImmuniCell® 開発ステータス 

・ 悪性黒色腫、肺がん、腎臓がん 
（英国  TC BioPharm Ltd.） 第Ⅱ/Ⅲ相試験 

医師主導臨床試験 

治験 

12 

第I/II試験 



細胞医療製品「AGS-003」 
2013年12月、米国Argos Therapeutics, Inc.とライセンス契約締結  
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本ライセンス契約により、 
① 日本での「AGS-003」の独占製造権 
② 日本国内の非独占商業化権（開発・販売およびサブライセンス）オプション 

をメディネットが保有した 

2016年4月、当社は、上記②を行使しないことを決定   

米国Argos社と協働して 
日本国内での「AGS-003」の商業化を目指す 

本決定により、 
① 日本での「AGS-003」の独占製造権のみをメディネットが保有する 

（2016年4月開示） 

・Argos社：      米国の第Ⅲ相治験は進行中（2018年3月に終了予定） 
・メディネット：    日本での「AGS-003」製造を担う 



2015年12月、「ImmuniCell®」英国で治験スタート 
順調に進行中 

細胞医療製品「ImmuniCell®」 
●当社50％と投資家50％の出資でTC BioPharm Ltd.を設立 

英国TC BioPharm社が当社技術を用いて、 
英国およびヨーロッパ諸国での細胞医療製品の開発、販売を目指し、
戦略的事業パートナーシップ締結（2014年2月） 

左から） 当社代表取締役 木村佳司 
TC BioPharm Chief Executive Dr. Michael Leek  
Operations & Site Director  Mrs. Angela Scott 
当社取締役 鈴木邦彦 

14 

http://www.tcbiopharm.com/blog/wp-content/uploads/2014/10/archive_270314.jpg
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2015年度全上場企業ホームページ充実度ランキングで
最優秀サイト（総合ランキング、新興市場ともに）に。 

「2015年度 全上場企業ホームページ充実度ランキング調査」 
全上場企業 3,622 社のコーポレートサイトを対象に、情報開示の充実度を調査するとともに、企業の情報開示に対する意識醸
成の促進を目的としたもので、「分かりやすさ」、「使いやすさ」、「情報の多さ」を評価。 

当社コーポレートサイト「最優秀サイト」に選定 

（2015年12月開示） 
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※1  設備投資は、有形固定資産のほか、無形固定資産のうちソフトウエアを含めています。 
       2015年9月期第2四半期の設備投資にはリース資産119百万円、  
     2016年9月期第2四半期の設備投資にはリース資産11百万円が含まれています。 

売上高 863 926 63 7.4%

営業損失 (739) (739) 　 － 　 －

経常損失 (549) (778) 　 － －

親会社株主に帰属
する四半期純損失 (638) (791) 　 － －

設備投資 549※1 38※1 － －

減価償却費 114 175 － －

対前期比
（ 単位： 百万円）

2016年9月期

第2四半期累計

実績(B)
増減率

2015年9月期

第2四半期累計

前年同期実績
(A)

増減額
(B)-(A)
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2016年9月期 第2四半期 業績ハイライト 
 


決算ハイライト

		（単位：百万円） タンイヒャクマンエン		2015年9月期
第2四半期累計
前年同期実績(A) ネンガツキダイシハンキルイケイゼンネンドウキジッセキ						2016年9月期
第2四半期累計
実績(B) ダイシハンキルイケイジッセキ						対前期比 タイゼンキヒ										対当初業績予想
（2010年11月5日公表）※2														対当初業績予想
（2010年11月5日公表）※2

																増減額
(B)-(A) ゾウゲンガク				増減率 ゾウゲンリツ						増減額 ゾウゲンガク				増減率 ゾウゲンリツ										増減額 ゾウゲンガク				増減率 ゾウゲンリツ

		売上高 ウリアゲダカ		863						926						63				7.4%						(562)				0.0%										(562)				0.0%

		営業損失 エイギョウソンシツ		(739)						(739)						　－				　－						(320)				-91.4%										(320)				-91.4%

		経常損失 ケイジョウソンシツ		(549)						(778)						　－				－						(340)				-97.1%										(340)				-97.1%

		親会社株主に帰属する四半期純損失 オヤガイシャカブヌシキゾクシハンキジュンソンシツ		(638)						(791)						　－				－						(380)				－										(380)				－

		設備投資		549※1						38※1						－				－

		減価償却費		114						175						－				－







営業損益増減の内訳 
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2016年9月期 
第2四半期 
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販売費及び一般管理費の内訳 
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1,115 1,137 21

研究開発費 213 (68)
　 　 内、 人件費 95

販売費 192 29
　 　 内、 人件費 76

一般管理費 731 60
　 　 内、 人件費 235185

対前期比2016年9月期

第2四半期累計

実績(B)

2015年9月期

第2四半期累計

前年同期実績
(A)

増減額
(B)-(A)

74

670

（ 単位： 百万円）

販売費及び一般管理費

281
117

163

【販売費の増加理由】 
 新規顧客獲得のための施策強化や営業部への配置転換等で、販売費増 

 

【一般管理費の増加理由】 
 品川CPFに係る費用計上により一般管理費が増加。また細胞加工業と細胞医療製品   
   事業の推進のため人員拡充（経営戦略部、製造統括部等）により一般管理人件費増 


決算ハイライト

		（単位：百万円） タンイヒャクマンエン				2015年9月期
第2四半期累計
前年同期実績(A) ネンガツキダイシハンキルイケイゼンネンドウキジッセキ						2016年9月期
第2四半期累計
実績(B) ダイシハンキルイケイジッセキ						対前期比 タイゼンキヒ								対当初業績予想
（2010年11月5日公表）※2														対当初業績予想
（2010年11月5日公表）※2

																		増減額
(B)-(A) ゾウゲンガク								増減額 ゾウゲンガク				増減率 ゾウゲンリツ										増減額 ゾウゲンガク				増減率 ゾウゲンリツ

		販売費及び一般管理費 ハンバイヒオヨイッパンカンリヒ				1,115						1,137						21								(562)				0.0%										(562)				0.0%

				研究開発費 ケンキュウカイハツヒ		281						213						(68)								(320)				-91.4%										(320)				-91.4%

				　　内、人件費 ウチジンケンヒ		117						95														(340)				-97.1%										(340)				-97.1%

				販売費 ハンバイヒ		163						192						29								(380)				－										(380)				－

				　　内、人件費 ウチジンケンヒ		74						76														(320)				-91.4%										(320)				-91.4%

				一般管理費 イッパンカンリヒ		670						731						60								(340)				-97.1%										(340)				-97.1%

				　　内、人件費 ウチジンケンヒ		185						235														(380)				－										(380)				－
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（百万円）

細胞加工業 
企業、大学、研究機関等からの臨床用、治験用の細胞加工受託を事業化するため、受注活動を積極的に進めるも、ま
だ売上を計上するまでには至っていないことから、医療機関に対する免疫細胞療法総合支援サービス売上が収益の柱
である。免疫細胞療法総合支援サービス売上の増加、細胞医療用機器・資材売上の増加に加えて、人材派遣売上の
発生等もあり、売上高919百万円（6.8％増）、セグメント損失は2015年5月に第1期分が完成した品川細胞培養加工
施設の減価償却費等の諸経費の増加等により192百万円となった。 
 
細胞医療製品事業 
先進医療を実施する医療機関からの細胞加工の受託や当社グループがこれまで獲得した知財活用等により、収益を
計上。研究開発投資の収益獲得に向けた再評価を行い、研究開発費の適正化を図ったことにより、売上高は7百万円
（172.6％増）、セグメント損失は235百万円となった。 

919
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売上高 セグメント損失 

細胞加工業  細胞医療製品 
事業  

全社費用 

細胞加工業  
細胞医療製品 

事業  

セグメント別売上高およびセグメント利益 
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		細胞加工業
売上高 サイボウカコウギョウウリアゲダカ		919

		細胞医療製品事業
売上高 サイボウイリョウセイヒンジギョウウリアゲダカ		7
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				2016年9月期第2四半期 ネンガツキダイシハンキ

		細胞加工業
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		細胞医療製品事業
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実績（2016年3月31日時点） 

出所：契約医療機関からの提供資料に基づき作成 

当該年度における細胞加工件数 
当該年度以前の累計細胞加工件数 
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				細胞加工件数 サイボウカコウケンスウ		患者数 カンジャスウ						細胞加工件数累計 サイボウカコウケンスウルイケイ		患者数累計 カンジャスウルイケイ

		1999年9月期 ネンガツキ		281		72				0		281		72

		2000年9月期 ネンガツキ		1,421		199				281		1,702		271

		2001年9月期 ネンガツキ		1,446		199				1,702		3,148		470

		2002年9月期 ネンガツキ		5,449		822				3,148		8,597		1,292

		2003年9月期 ネンガツキ		9,733		1,090				8,597		18,330		2,382

		2004年9月期 ネンガツキ		10,844		1,264				18,330		29,174		3,646

		2005年9月期 ネンガツキ		8,394		873				29,174		37,568		4,519

		2006年9月期 ネンガツキ		8,489		1,022				37,568		46,057		5,541

		2007年9月期 ネンガツキ		8,875		1,175				46,057		54,932		6,716

		2008年9月期 ネンガツキ		10,305		1,332				54,932		65,237		8,048

		2009年9月期 ネンガツキ		13,600		1,955				65,237		78,837		10,003

		2010年9月期 ネンガツキ		15,445		1,987				78,837		94,282		11,990

		2011年9月期 ネンガツキ		13,097		1,461				94,282		107,379		13,451

		2012年9月期 ネンガツキ		13,176		1,490				107,379		120,555		14,941

		2013年9月期 ネンガツキ		13,443		1,391				120,555		133,998		16,332

		2014年9月期 ネンガツキ		11,698		1,138				133,998		145,696		17,470

		2015年9月期 ネンガツキ		10,822		1,097				145,696		156,518		18,567

		2016年9月期2Q ネンガツキ		4,503		597				156,518		161,021		19,164

				161,021		19,164						細胞加工件数 サイボウカコウケンスウ		新規治療開始者数 シンキチリョウカイシシャスウ

		個別数値は開示していない。

累計を開示する場合は、開示数値は、下3ケタを四捨五入して開示する コベツスウチカイジルイケイカイジバアイカイジスウチシモシシャゴニュウカイジ

		細胞加工件数は、2016年9月期より、ＤＣＥのカウントを営業部が使用している加工数定義にした サイボウカコウケンスウネンガツキエイギョウブシヨウカコウスウテイギ
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Kiyohmiw:
患者数推移

細胞加工件数推移（月別データ） CPC別
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2016年9月期第2四半期 貸借対照表の状況 
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流動資産 4,670 4,580

固定資産 4,227 4,103

総資産 8,897 8,683

流動負債 1,256 1,202

固定負債 467 974

純資産 7,173 6,507

負債純資産合計 8,897 8,683

（ 単位： 百万円）

前年連結会計年度
（ 2015年9月30日）

金額

2016年9月期

第2四半期連結会計期間

（ 2016年3月31日）

金額

・現金及び預金の減少     145百万円 
・有価証券の増加        200百万円 
・流動資産その他に含まれ 
 る未収消費税等の減少    125百万円 

・有形固定資産の減少      117百万円 
・投資有価証券の増加      115百万円 
・長期貸付金の減少          57百万円 
・長期前払費用の減少        44百万円 

・転換社債型新株予約権 
 付社債 の増加            500百万円 

主な増減の内訳 

・親会社株主に帰属する 
 四半期純損失             791百万円 
・その他有価証券評価 
 差額金の増加             110百万円 
・新株予約権の増加             14百万円 


決算ハイライト

		（単位：百万円） タンイヒャクマンエン		前年連結会計年度
（2015年9月30日） ゼンネンレンケツカイケイネンドネンガツヒ										2016年9月期
第2四半期連結会計期間
（2016年3月31日） ダイシハンキレンケツカイケイキカンネンガツヒ										増減 ゾウゲン								対当初業績予想
（2010年11月5日公表）※2														対当初業績予想
（2010年11月5日公表）※2

				金額 キンガク				構成比 コウセイヒ						金額 キンガク				構成比 コウセイヒ														増減額 ゾウゲンガク				増減率 ゾウゲンリツ										増減額 ゾウゲンガク				増減率 ゾウゲンリツ

		流動資産 リュウドウシサン		4,670				52%						4,580				53%						(90)								(562)				0.0%										(562)				0.0%

		固定資産 コテイシサン		4,227				48%						4,103				47%						(124)								(320)				-91.4%										(320)				-91.4%

		総資産 ソウシサン		8,897				100%						8,683				100%						(214)								(340)				-97.1%										(340)				-97.1%

		流動負債 リュウドウフサイ		1,256				14%						1,202				13%						(54)								(380)				－										(380)				－

		固定負債 コテイフサイ		467				5%						974				11%						507								(380)				－										(380)				－

		純資産 ジュンシサン		7,173				81%						6,507				75%						(353)								(380)				－										(380)				－

		負債純資産合計 フサイジュンシサンゴウケイ		8,897				100%						8,683				100%						(214)								(380)				－										(380)				－







2016年9月期 通期業績予想 

売上高 2,184 1,674 510 30.5%

営業損失 (2,355) (1,741) 　－ 　－

経常損失 (2,335) (1,571) － －

親会社株主に
帰属する
当期純損失

(2,345) (1,712) － －

2016年9月期

通期業績予想
（ 単位： 百万円）

増減額
（ B) -（ A)

前期比

増減率

2015年9月期

通期業績
（ 実績）

＊連結業績予想は、2015年11月13日に公表 
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決算ハイライト

		（単位：百万円） タンイヒャクマンエン		2016年9月期
通期業績予想 ネンガツキツウキギョウセキヨソウ						2015年9月期
通期業績
（実績） ネンガツキツウキギョウセキジッセキ								前期比 ゼンキヒ										対当初業績予想
（2010年11月5日公表）※2

																		増減額
（B)-（A) ゾウゲンガク				増減率 ゾウゲンリツ						増減額 ゾウゲンガク				増減率 ゾウゲンリツ

		売上高 ウリアゲダカ		2,184						1,674								510				30.5%						(562)				0.0%

		営業損失 エイギョウソンシツ		(2,355)						(1,741)								　－				　－						(320)				-91.4%

		経常損失 ケイジョウソンシツ		(2,335)						(1,571)								－				－						(340)				-97.1%

		親会社株主に
帰属する
当期純損失 オヤカイシャカブヌシキゾクトウキジュンソンシツ		(2,345)						(1,712)								－				－						(380)				－







2016年9月期 セグメント別通期業績予想 

売上高

　外部顧客への売上高 2,180 4 2,184 － 2,184
  セグメ ン ト 間の内部売上高
  又は振替高 － － － － －

 計 2,180 4 2,184 － 2,184

セグメ ン ト 損失 (115) (1,540) (1,655) (700) (2,355)

調整額
（注）1

連結予想額
（注）2（ 単位： 百万円）

細胞加工業
細胞医療製品

事業
計

報告セグメント

（注）１．セグメント損失の調整額△700百万円は、全社費用であります。 
               全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
   ２．セグメント損失は、連結業績予想の営業損失と調整を行っております。  
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決算ハイライト

		（単位：百万円） タンイヒャクマンエン		報告セグメント ホウコク																				調整額
（注）1 チョウセイガクチュウ				連結予想額
（注）2 レンケツヨソウガクチュウ

				細胞加工業 サイボウカコウギョウ						細胞医療製品
事業 サイボウイリョウセイヒンジギョウ								計 ケイ

		売上高 ウリアゲダカ

		　外部顧客への売上高 ガイブコキャクウリアゲダカ		2,180						4								2,184						－				2,184

		セグメント間の内部売上高
  又は振替高 カンナイブウリアゲダカマタフリカエダカ		－						－								－						－				－

		計 ケイ		2,180						4								2,184						－				2,184

		セグメント損失 ソンシツ		(115)						(1,540)								(1,655)						(700)				(2,355)







2016年9月期 第2四半期業績発表後に発生した事象 
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通期の連結業績予想は、2015年11月13日に公表した数値に変更はありません。
しかし、2016 年 9 月期第 3 四半期において、投資有価証券の一部を売却し、特
別利益に計上する予定です（2016年4月27日開示）。これにより親会社株主に帰

属する当期純利益の変動が見込まれますが、連結業績予想については、下記お
よび他の要因を含め見通しが固まり、修正が必要な場合には速やかに開示いた
します。  

重要な後発事象について 
当社が2015年10月に発行した第2回無担保転換社債型新株予約権付社債は、新株予約
権の行使によりその一部が当第2四半期連結会計期間終了後、2016年4月30日までの間
に株式へ転換されました。その内容は以下のとおりです。 
  (1) 新株予約権付社債の減少額                       337,500千円 
  (2) 資本金の増加額                                        168,750千円 
  (3) 資本剰余金の増加額                                 168,750千円 
  (4) 増加した株式の種類及び株数                   普通株式2,020,957株                               

投資有価証券の売却 
2016年 4 月 25 日に当社が保有する投資有価証券の一部を売却しました。 
 (1) 売却資産   当社保有上場有価証券 3 銘柄 
 (2) 売却益   198 百万円                          



2016年9月期計画と 
経営ビジョン 

代表取締役 会長兼社長  
木村 佳司 

 



ビジネス機会 

・再生・細胞医療の開発  
 コンサルティング 

・培養技術者の派遣 
・ＳＯＰ等の文書管理な  
 どの支援 

・ＣＰＣの施設設計 

・ＣＰＣの運営管理 

・技術移転 

・プロセス開発 

・資材や機材の提供 

・保存・凍結技術 

・輸送管理     など 

再生・細胞医療のバリューチェーンを収益化 

27 
＊青字：当社が既に提供実績のあるビジネス 



患者申出療養制度が2016年4月より開始 

28 

出所： 厚生労働省 
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12400000-Hokenkyoku/0000118832.pdf 



「がん対策加速化プラン」が2015年12月に策定 

出所：厚労省  
http://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-10901000-Kenkoukyoku-Soumuka/0000107741.pdf 29 



「がん対策加速化プラン」 

出所：厚労省  
http://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-10901000-Kenkoukyoku-Soumuka/0000107741.pdf 30 

2.2倍に 



がん対策加速化プランへの対応状況 （１） 

31 
出所： 厚生労働省「がん対策加速化プランへの対応状況」資料5 
http://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-10904750-Kenkoukyoku-Gantaisakukenkouzoushinka/0000115913.pdf 



がん対策加速化プランへの対応状況 （2） 

32 
出所： 厚生労働省「がん対策加速化プランへの対応状況」資料5 
http://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-10904750-Kenkoukyoku-Gantaisakukenkouzoushinka/0000115913.pdf 



2015年9月期 2016年9月期 2017年9月期 2018年9月期 2019年9月期 2020年9月期

細胞加工業（セグメント） 

細胞医療製品事業（セグメント） 

：免疫細胞療法総合支援サービス 
：細胞加工など 

：細胞医療製品 

成長に必要な経営資源への投資 経営資源の効率化 経営基盤の更なる強化 

細胞加工業単独での黒字 再生・細胞医療 
バリューチェーン事業化 CDMOビジネスの成長 

経営基盤 

細胞加工業 

新規細胞医療製品の 
パイプラインを拡充 アライアンス・M&Aの推進 細胞医療製品の売上獲得に 

向けた営業推進 

細胞医療製品事業 

：売上（目標） 

再生医療関連法下における中期成長構想 
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（実績） （予想） 

1,674 

2,184 
（
単
位
：百
万
円
） 


Sheet1

		参照資料：「2015年9月28日取締役会決議　中長期経営計画について」 サンショウ シリョウ ネン ガツ ヒ トリシマリヤク カイ ケツギ チュウチョウキ ケイエイ ケイカク												単価：百万円 タンカ ヒャクマンエン

				2015年9月期 ネン ガツキ		2016年9月期 ネン ガツキ		2017年9月期 ネン ガツキ		2018年9月期 ネン ガツキ		2019年9月期 ネン ガツキ		2020年9月期 ネン ガツキ

		売上 ウリアゲ						2,943		4,231		5,424		7,424

Kiyohmiw: Kiyohmiw:

決算説明会資料では
上昇傾向だということを見せたい、また、あくまでも中計でどうなるかがわからないので区分する必要はないとの木村社長の意向あり。そのため、黄色蛍光はすべて免疫細胞療法総合支援サービス以下をまとめる

		　免疫細胞療法総合支援サービス メンエキ サイボウ リョウホウ ソウゴウ シエン		1,618

Kiyohmiw: Kiyohmiw:
中計資料基づき記載
よって決算数値ではない		1,972

		　細胞加工など サイボウ カコウ		35		207

		  細胞医療製品 サイボウ イリョウ セイヒン		4		4

		　新規事業 シンキ ジギョウ

Kiyohmiw: Kiyohmiw:
新規事業は売上計画には見込まないため入れない		0		0

				2015年9月期 ネン ガツキ		2016年9月期 ネン ガツキ		2017年9月期 ネン ガツキ		2018年9月期 ネン ガツキ		2019年9月期 ネン ガツキ		2020年9月期 ネン ガツキ

		売上 ウリアゲ

		　免疫細胞療法総合支援サービス メンエキ サイボウ リョウホウ ソウゴウ シエン		1,618		1,972		1,969		1,969		1,969		1,969

		　細胞加工（自社） サイボウ カコウ ジシャ		0		94		431		1,023		1,541		2,273

		　細胞加工（他者） サイボウ カコウ タシャ		0		78		314		675		949		1,065

		　CPC運営受託関連 ウンエイ ジュタク カンレン		35		35		70		140		140		140

		　CDMO		0		0		108		326		563		710

		  細胞医療製品 サイボウ イリョウ セイヒン		4		4		51		98		262		1,267		1,267

		　新規事業 シンキ ジギョウ
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再生・細胞医療のグローバル・リーディングカンパニーへ 



35 

（ご参考資料） 
 



研究開発費、設備投資、減価償却費等の推移 

（百万円）

研究開発費 468 515 518 659 645

総売上高に対する研究開発費の割合（％） 17.5 23.5 24.6 35.8 38.5

設備投資 321 120 162 638 1,097

設備投資のうちのリース資産 47 0 41 35 171

減価償却費 154 212 211 195 278

2015年9月期2014年9月期2013年9月期2012年9月期2011年9月期

36 

設備投資は、有形固定資産のほか、無形固定資産のうちソフトウエアを含めています。 


決算ハイライト

		（百万円） ヒャクマンエン		2011年9月期 ネンガツキ						2012年9月期 ネンガツキ						2013年9月期 ネンガツキ						2014年9月期 ネンガツキ						2015年9月期 ネンガツキ

		研究開発費 ケンキュウカイハツヒ		468						515						518						659						645

		総売上高に対する研究開発費の割合（％） ソウウリアゲダカタイケンキュウカイハツヒワリアイ		17.5						23.5						24.6						35.8						38.5

		設備投資 セツビトウシ		321						120						162						638						1,097

		設備投資のうちのリース資産 セツビトウシシサン		47						0						41						35						171

		減価償却費 ゲンカショウキャクヒ		154						212						211						195						278







出所：経済産業省製造産業局 生物化学産業課  『「再生医療の実用化・産業化に関する研究会」の最終報告書を取りまとめ』  
   （2013年2月22日）を改変 

2050年 
2.5兆円  

2030年 
1兆円 

2020年 
950億円 

2050年 
5,700億円 

2030年 
3,000億円 

2012年 
69億円 
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再生・細胞医療の市場 



再生・細胞医療に関わる新たな法律が施行 

医薬品、医療機器等の 
品質、有効性及び安全性
の確保等に関する法律 
（医薬品医療機器等法） 

再生医療推進基本法-議員立法 
2013年4月、通常国会で成立。5月10日公布 

 

再生医療等の安全性の 
確保等に関する法律 

（再生医療等安全性確保法） 

細胞加工業の創設 条件及び期限付承認制度 

臨床研究 自由診療 製造販売 

出所：厚生労働省 
「厚生労働省における再生医療に関する最近の取組について」を改変 

上記法律が2013年11月成立、2014年11月25日施行 
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条件及び期限付承認制度（概要） 

出所：厚生労働省 
http://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-11121000-Iyakushokuhinkyoku-
Soumuka/0000033618.pdf  
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この資料は、投資者に対する情報提供を目的として将来の事業計画等を
記載したものであって、投資勧誘を目的としたものではありません。当社の事
業計画に対する評価及び投資に関する決定は、投資者ご自身の判断にお
いて行われますようお願いいたします。 

この資料に記載されている当社の現在の計画、見通し、戦略、確信等のうち
歴史的事実でないものは、将来の事業に関する見通しであり、これらは、現
在入手可能な情報から得られた当社の経営陣の現時点における判断に基
づいており、顕在化・潜在的なリスクや不確実性が含まれております。従いま
して、これらの見通しに全面的に依拠することは控えるようお願い致します。 

細心の注意を払っておりますが、掲載された情報の誤りやデータのダウンロード
などによって生じた障害などに関し、事由の如何を問わず、一切責任を負う
ものではないことを予めご承知おき下さい。 
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